
 

2025年度活動概要     CCR研究会 

 

本研究会は、「COLT による授業分析の教育的示唆に関する研究」、「社会文化理論に

基づく教室内での学習者の言語使用に関する研究」、そして「COLT による授業分析手法

の項目更新」という 3つの柱を主要な研究テーマとして掲げている。本年度は、これらの

継続的な研究基盤を土台としつつ、構成員が新たに取得した科学研究費助成事業（科研費）

の課題である「授業分析手法 COLTと ALACT モデルを用いた英語授業改善手法の開発」お

よび「授業分析の手法を用いた持続可能な小・中学校間の研修モデルの開発」を推進の軸

に据え、理論と実践の往還を深めた。 

具体的な活動として、まずは「COLT による授業分析手法の項目更新」に関連し、近年

の第二言語習得理論の進展や多様化する授業形態（オンライン活用等）を反映させるため

の分析項目の再検討を行った。これと並行し、社会文化理論に基づき、教室内での学習者

の言語使用、特にタスク遂行時における相互作用の特徴を明らかにするためのデータ収集

・分析を継続した。これらの知見を統合する形で、記述的分析手法である COLT と、反省

的実践を促す ALACTモデルを組み合わせ、客観的指標に基づいた授業改善手法の開発に取

り組んだ。また、札幌市内等の教育現場での知見を活かし、小学校から中学校への円滑な

接続を見据えた「持続可能な研修モデル」の構築を目指した。 

本年度のハイライトとして、1月には本研究会メンバーを中心に「授業実践フォーラム」

を開催した。近年注目を集める Task-Based Language Teaching（TBLT）をテーマとし、

特に公立中学校の教室環境における具体的な実践の在り方を検討した。シンポジウムで

は、中学校での授業実践を題材に、小学校・中学校・高等学校・大学という異なる校種の

教員・研究者が多角的なリフレクションを行った。この異校種間の協議を通じ、TBLT 授

業における「タスク性（Task-likeness）」の担保や、学習者のエンゲージメント変容に

ついて、理論的かつ実践的な示唆を得ることができた。 

以上の活動を通じ、長年のテーマである授業分析手法の精緻化と、校種間連携による授

業改善の有用性が改めて確認された。次年度は、今年度の成果を基に、より多角的な研究

手法を組み合わせ、英語教育学における学術的な普及と現場への還元をさらに加速させる

計画である。 

 


